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埼玉和光教会の皆様

「一人の神学生を何人かで支える」

ー奨学金献金活動の喜びー

埼玉和光教会　大　沼　洋　美

　埼玉和光教会が「奨学金献金」を始めて、今年で

３２年目を迎えました。始まりは、１９８４年、農

村伝道神学校國安敬二校長先生の名で、教会宛てに

「奨学金に関するお願い」の文書が届きました。お

願いとして奨学金制度を充実して、学生の勉学を援

助したいと願っています。来年からの充実のため、

一人の神学生を何人かの方で支える活動を展開し援

助頂きたい、との緊急を要する依頼でした。

　山田四嘉三牧師（農村伝道神神学校出身）を中心

とする役員会は、学校からの要請を深く受け止め、

即、行動に移しました。「宣べ伝える者がいなくて

は、どうして聞くことがあろうか。つかわされなく

ては、どうして宣べ伝えることがあろうか」

（ １ ９ ５ ５ 年 改 訳 版 ロ ー マ 人 へ の 手 紙

１０：１４，１５）のみ言を示されて、一人の神学

生の年間授業料１２万円という具体的な呼びかけに

教会員は快く協力してくれました。〈一口月額

１００円、何口でも可〉ということでスタートした

活動は、初年から必要額が満たされ、後援会にも献

金出来るようになり、今日に至っています。

　私達の教会は、毎年神学校日を心待ちにしていま

す。それは農村伝道神学校から遣わされて来る神学

生を身近に感じ、自分達の祈りと献金が見えるかた

ちで用いられているという喜びがあるからです。や

がて宣教の地へと派遣される神学生が、真摯にみ言

をとりついで下さっている姿に心打たれ、み言が深

く心に響いてくるのを感じる日でもあります。また

、今まで埼玉和光教会で語って下さった神学生達が

、現在全国各地につかわされ宣教の業に励んでいる

姿を想像し、親しさを覚えつつ祈ることが出来る恵

みを感謝しています。

　この献金担当は、伝道部の者が代々交替で務めて

来ましたが、今は私が担当しています。後援会だよ

り会計報告を読ませていただく時、農村伝道神学校

が全国の多くの教会、諸団体、学校そして個人の方

々からの尊い献金に支えられていることに驚き心を

熱くさせられます。そこで気づいたことは「奨学金

献金」についてはあまり知られていないのではない

こということです。奨学金献金について知って頂く

ために、私が神学校と共にあった保育科の卒業生と

いう関係で、今回後援会だよりの紙面をいただくこ

とになり、感謝しております。

　当時（５０数年前）、山の上はとても賑やかでし

た。神学科、保育科、農業研修科、東南アジアコー

ス、と多くの学生で活気に満ちていました。職員の

方々も敷地内にお住まいでした。全寮制で朝昼晩の

食堂での交流、様々な行事への参加、何よりたいせ

つにしていたのが毎朝授業前の礼拝で神学生が交替

で説教をしていたことなど懐かしく思い出します。

残念なことに保育科は１８回生までで経営面やその

他の事情で廃科になってしまいましたが、今でも山

の上で学び、養われた多くの事柄が全国各地につか

わされ同級生の底力となっていることは確かなこと

です。牧師を支える人、教会の奉仕をする人、保育

の職場で責任を以て働いている人、地域で社会教育

にたずさわる人など、神様は常に用いて下さってい

ることを、同窓会だよりなどを通してしることがで

きます。保育科廃止後何十年たっても、各地に散ら

された同窓生達は、日々農村伝道神学校の大切な働

きのために神様の祝福とお導きを祈り続けていると

思います。

　数年前の神学校日のことでした。礼拝後の昼食懇

談会の折、神学生の学校での学びの様子や日常生活

の話を聞いていた一人の教会員が「小さい学校で大

変でしょうが、灯が消えないよう頑張って下さい。」

とはげましの言葉を述べましたら、「小さい学校だ

からいいのです！。」と背筋を伸ばして誇らしげに

言い切った神学生に心を打たれました。

　私はここ数年農村伝道神学校の入学式と卒業式に

出席することが多くな

りました。ある入学式

の折の高柳校長先生の

式辞が先に記した神学

生の言葉と重なって、

心に残っております。

「神と人と大地とそし

て教会に仕える伝道者

養成のために、教師も
（昨年の神学校日懇談会で）

学生も共同作業をしています。日本で最も小さい神

学校だと思いますが、私達は学生一人一人を心から

大切に思い、良き羊飼いを育てるため学校経営の労

苦を喜びと感じ祈りつつ、全国の教会、諸団体、学

校、そして個人の方々の支えをありがたく心強く励

まされています。」と。

　このような神学校で「小さいからいいのです」と

言い切って学んでいる神学生の学びの援助を続けて

こられたのが、埼玉和光教会の活動が、ただ献金を

し続けているのではなく、教会員一人一人が農村伝

道神学校の尊い働きに共に与らせていただいている

という喜びがあるからだと思っています。〈一人の

神学生を何人かで支える〉奨学金献金のことを、一

人でも多くの方が覚えて下さればと願いつつ記させ

ていただきました。

＊参考　一人年間授業料 　’１２～’１５　 　１８万円

　　　　　　　　　　　 　’１６～　　　　 　２４万円
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